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研究成果の概要（和文）：企業は，経済変動に対して経済見通しの変化に伴う正常な変動と偶発的変動を区別し
てジャンプ拡散過程モデルを考案している．本研究では，大きな振幅のジャンプと振幅の小さいショットノイズ
を区別し，さらに，ショットノイズ中のレベル値以下のノイズを削除したショットノイズを累積し，それがある
しきい値に達したとき資産価格の変動特性と捉える． 研究成果として,"Reliability Modeling with Computer 
and Maintenance Applications"を出版した．

研究成果の概要（英文）：Companies are actively raising funds and activating investment, then 
increasing credit risk. In the past, companies devised a jump diffusion process model by 
distinguishing between normal fluctuations and accidental fluctuations accompanying changes in 
economic outlook against economic fluctuations. In this study, we distinguish shots with large 
amplitude from shot noise with small amplitude, accumulate shot noise with noise below the level 
value in shot noise, accumulate it, and when it reaches a certain threshold value, As shown in Fig. 
As a result of research, we had published "Reliability Modeling with Computer and Maintenance 
Applications".
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１．研究開始当初の背景 
マクロ経済や企業に内在する金融資産価格
の変動に対する不完全情報を解析し，予防保
全の概念から信用リスクを軽減するモデル
を構築する．金融資産価格の変動には，Jump 
Diffusion を取り入れて,連続時間における
Shot Noise Jump Diffusion のジャンプと拡
散過程モデルがある．これらの大きな振幅の
ジャンプと振幅の小さいショットノイズを
区別し，さらに，ショットノイズの中のレベ
ル以下のノイズを削除した残りのショット
ノイズを累積し(cumulative shot noise)，あ
るしきい値に達したとき,その現象を資産価
格の変動特性と捉える．本来ショットノイズ
の特徴として，このジャンプの影響は早く消
滅することが知られている． 
 
２．研究の目的 
これらのジャンプを累積することで，小さい
異常な変動を的確に捉えることができる．こ
れらの特徴を適用した累積ショットノイズ
のモデルの研究では，地震予知分野，電気関
連分野や物理関連分野で数多くの研究があ
るが，資産価格変動への信用リスクを軽減す
る適用研究は少ない．本研究は，資産価格変
動を確率的で分析的に簡潔に取り扱えるの
が特徴的であるが，これによって将来の経済
見通しの変化をより具体的に説明できるか，
との間のトレードオフの関係があり，現実に
適応したモデルの構築と分析に最適性を追
求する． 
 
３．研究の方法 
資産価格の変動を通常変動と異常変動の合
体として捉えられている．これらの変動は，
通常変動を経済変動から情報を取り入れた
ブラウン運動としてモデル化され，異常変動
はジャンプとして知られ，企業倒産や株価暴
落などは，ポアソン過程としてモデル化され
ている．本研究では，異常変動における振幅
の小さいジャンプのショットノイズに注目
し，その中の微少な振幅を削除する．さらに，
微少な振幅を削除したショットノイズを累
積した値があるしきい値を越えたとき，それ
が資産価格に与える影響の度合いを示すこ
とで，企業の投資・資金調達行動の信用リス
クを低減する最適な投資方法を決定するメ
カニズムを明らかにする．これを，本研究で
は，しきい値以上の累積ショットノイズが市
場に与えるインパクトとして捉え，企業の投
資・資金調達行動のための資産価格変動の分
析フレームワークモデルとして構築を行う．
さらに，これらのモデルを基にしたファイナ
ンス・サプライチェーン管理（Finance Supply 
Chain Management（FSCM)）システムを構想
し，実用化を行う． 
 
４．研究成果 
企業の設備投資や家計の住宅投資において，
低金利が長期間継続中であるため，企業は,

資金調達を積極化し投資を活発化させて，そ
の結果信用リスクを高めていると言われて
いる．従来，企業は，経済変動に対して経済
見通しの変化に伴う正常な変動と偶発的変
動を区別してジャンプ拡散過程モデルを考
案している．本研究では，大きな振幅のジャ
ンプと振幅の小さいショットノイズを区別
し，さらに，ショットノイズ中のレベル値以
下のノイズを削除したショットノイズを累
積し，それがあるしきい値に達したとき資産
価格の変動特性と捉える．これらにより，マ
クロ経済や企業に内在する情報による資産
価格変動への影響を拾い上げ解析的に解明
することを目的とした． 
異常変動における振幅の小さいジャンプの
ショットノイズに注目し，その中の微少な振
幅を削除する．さらに，微少な振幅を削除し
たショットノイズを累積した値があるしき
い値を越えたとき，それが資産価格に与える
影響の度合いを示すことで，企業の投資・資
金調達行動の信用リスクを低減する最適な
投資方法を決定するメカニズムを明らかに
する為に，信頼性の分野でコンピュータ資源
の最適化問題に適用してきた．金利水準の変
動を市場に与えるインパクトとして捉え，物
体に対する損傷を信用リスクの増大，損傷量
があるしきい値を超えた時の物体の破壊を
信用リスク増大による企業倒産や株価暴落
と考え，確率モデルを構築することにより企
業の目的関数の最大（最小）化する方法を解
析的に導出するモデル化をコンピュータ資
源に適用したが金利水準への適用は計画が
遅れ目的が果たせなかった．研究成果とし
て ,"Reliability Modeling with Computer 
and Maintenance Applications"を出版した． 
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